
改
憲
問
題
対
策
法
律
家
６
団
体
連
絡
会
の
近
時
の
活
動

１　昨年の衆院選は、改憲問題対策法律家
６団体連絡会（長いので、以下単に「６団体」
と呼びます。）にとって不本意な結果でした。
　衆議院で改憲派が３分の２を下回われば、
われわれも多少は落ち着けるのではと考え
ていましたが、その期待は裏切られてしま
いました。振り返ると、選挙前のわれわれ
の期待が過剰だったのではないかと思いま
すが…（投票率や与党・立憲野党・第三極とい
うブロックの得票数で見ると、ここ数年の選挙
から大きな変化はなかったので）。
　こうして、６団体の活動は落ち着くどこ
ろか、（やや不本意ながら）より活発になって
いきました。

２　国会開会中の６団体のメインの活動は
憲法審査会対策です。そこで、今年に入って
からの審査会（特に衆議院）の動きとそれに
伴う６団体の活動を紹介したいと思います。
　通常国会が始まると、衆議院では２月１０
日以降、憲法審査会がほぼ毎週開催される
ようになりました。予算審議中ですら開催
されるという異常事態です（毎週開催には与
党委員も疲れているとも聞きます）。
　審査会では、２月に国会のオンライン審
議に関する自由討議（法案等を審議するわけ
ではないため、こう呼ばれるようです）が行わ
れ、３月３日には「取りまとめ案」の採決が
行われました。憲法審査会に憲法解釈を確
定させる権限はなく、また改憲案を取りま
とめる際の予行演習的な動きだったため、
６団体はこれに反対しましたが、採決され
てしまいました（ただし、その後のオンライン
審議を具体化する動きは乏しいようです）。
　２月下旬にロシアがウクライナに侵攻す
ると、それが審査会にも影響します。３月
半ばからは、ウクライナ侵攻に便乗するか
のように緊急事態条項を中心的なテーマと
する自由討議が行われ、改憲派からは国会
議員の任期延長を求める主張がありました。
しかし、任期延長は裏を返せば、有権者か
ら選挙の機会を奪うものです。そこで６団
体は、４月６日に任期延長を含む緊急事態
条項創設に反対する声明を出しました。
　４月半ばには、国民投票法（改憲手続法）に
ついての議論が行われましたが、与党が公
選法並びだけの改正案を提出するとの報道
がありました（実際に４月２７日に提出）。これ
は、広告規制などへの必要な措置を国会に
義務付けた同法附則４条を無視する動きで
すので、報道直後の４月２２日に拙速審議と

採決に反対する声明を出しました。声明の
甲斐もあってか、その後、５月１９日時点ま
で改正案の審議はされていません。
　５月に入ると、安全保障（９条など）に関
する自由討議が行われます。「平和の党」を
自称するはずの公明の議員から、自衛隊を
憲法７３条に明記するという発言（当然、９条
を骨抜きにしかねません）が出始めており、今
後も要注意です。

３　一方、参議院の憲法審査会は、衆議院
よりおとなしめです。開催は隔週程度で、
改憲派の熱の入れ方に衆議院と温度差が
あるようです。

４　以上述べたような憲法審査会の動きに
対応するため、ほぼ毎週、６団体では傍聴
（シフトを組んでいます）や対策会議、議員と
の意見交換や資料提供を行っています。私
も何回か傍聴しましたが、実際に見るとよ
くわかることもあります。例えば、維新の
議員（特に足立康史議員）の発言やヤジの下
品さなどは、席が傍聴席に近いこともあっ
てよくわかります。
　また、憲法審査会の状況を市民に伝える
ため、審査会直後に２回ほど集会も開催し
ました。

５　通常国会中に改憲案が発議される可能
性は低いですが、７月の参院選の結果に
よっては、その後どうなるかわかりません。
　改憲に進むかどうかは、参院選でのみな
さんの一票にかかっています。
	 （弁護士　辻田航）
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